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【 背 景 と 目 的 】

近 年 の 牛 白 血 病 ウ イ ル ス （ B L V） 感 染 牛 の 増 加 に 伴 い 、 牛 白 血 病

清 浄 化 の 推 進 に は 、 経 済 的 損 失 が 少 な い 計 画 的 な 牛 の 更 新 が 重 要 で

あ る 。 そ れ に は 感 染 源 と し て の リ ス ク が 高 い と 思 わ れ る B L V遺 伝 子

数 が 多 い 牛 （ 感 染 伝 播 高 リ ス ク 牛 ） か ら 優 先 的 に 更 新 す る こ と が 有

効 と さ れ て い る 。 通 常 B L V遺 伝 子 量 は 検 体 D N A 1 0 0 n gあ た り の B L V遺 伝

子 の コ ピ ー 数 を 算 出 す る こ と に よ っ て 比 較 す る （ コ ピ ー 数 /D N A 1 0 0 n

g）。 し か し 本 県 で は リ ア ル タ イ ム P C R（ r - P C R） に よ っ て B L V遺 伝 子

の コ ピ ー 数 は 検 出 で き る が 、 検 体 D N A濃 度 測 定 が 行 え る 微 量 測 定 分

光 光 度 計 が な い た め 、 B L V遺 伝 子 量 の 正 確 な 算 出 が で き ず 、 B L V遺 伝

子 の 定 性 検 査 に 限 ら れ て い る 。

一 方 で 最 終 的 な 牛 白 血 病 の 生 前 診 断 (家 畜 共 済 の 事 務 取 扱 処 理 要

領 で の 基 準 ） (表 1 )は 、 遺 伝 子 検 査 で は な く 、 臨 床 症 状 、 触 診 、 細

胞 診 、 血 液 所 見 （ リ ン パ 球 増 多 、 異 型 リ ン パ 球 出 現 ）、 B L V 抗 体 の

有 無 で 判 断 し て い る 。

和 歌 山 県 で は 、 こ れ ま で も 消 費 ・ 安 全 対 策 交 付 金 事 業 に よ り 県 内

の B L Vの 遺 伝 子 定 性 検 査 お よ び 抗 体 検 査 を 実 施 し て き た が 、 こ れ ま

で 県 内 牛 の リ ン パ 球 数 の 大 規 模 調 査 は 未 実 施 で あ っ た 。 そ こ で 今 回

初 め て 末 梢 血 単 核 細 胞 （ ＝ リ ン パ 球 ＋ 単 球 、 以 下 P B M C） 数 に よ る 判

定 （「 E Cの 鍵 」）（ 表 2） を 従 来 法 に 併 せ て 実 施 し た 。 こ の こ と に よ

り 、 正 確 な 遺 伝 子 定 量 比 較 が で き な く て も 牛 白 血 病 高 リ ス ク 牛 の 選

定 が 可 能 か 比 較 検 討 し た の で 報 告 す る 。

【 材 料 と 方 法 】

県 内 7戸 （ A～ G農 場 ） の 肉 用 牛 計 1 5 7頭 に つ い て 、 E D T A血 お よ び 血

清 を 採 取 し 、 検 査 材 料 と し た （ 表 3）。 抗 体 検 査 と し て 血 清 に つ い

て 寒 天 ゲ ル 内 沈 降 反 応 （ ゲ ル 沈 ） お よ び E L I S Aを 実 施 、 遺 伝 子 定 性

検 査 と し て E D T A血 に つ い て r - P C Rを 実 施 し た 。 P B M C数 は 自 動 血 球 計

算 機 に よ る 白 血 球 数 の 測 定 を 行 う と 共 に 、 血 液 塗 抹 標 本 か ら 白 血 球

中 P B M Cの 百 分 比 を 算 出 す る こ と に よ り 、 そ の 数 を 算 出 し た 。 E Cの 鍵

の 判 定 基 準 を 用 い て 、 P B M C数 と 年 齢 か ら 陽 性 、 擬 陽 性 、 正 常 の 3段

階 に 分 類 し た 。

【 結 果 】

ゲ ル 沈 、 E L I S Aお よ び r - P C R陽 性 は そ れ ぞ れ 1 4頭 、 2 3頭 、 2 1頭 で 、

そ れ ら 3検 査 が 全 て 陽 性 は 2戸 の 1 0頭 （ A農 場 8頭 、 B農 場 2頭 ） で あ っ



た 。一 方 、検 査 牛 全 頭 が 3検 査 全 て 陰 性 の 農 場 は 2戸（ Cお よ び D農 場 ）

で あ っ た （ 表 4）。 A農 場 の よ う に 3検 査 と も 陽 性 が 多 い 農 場 で は こ

れ ら の 結 果 の み で 高 リ ス ク 牛 の 選 定 順 位 を 決 め る の が 困 難 で あ る 。

E Cの 鍵 の 判 定 結 果 （ 表 5） は 1 9頭 が 陽 性 、 2 4頭 が 擬 陽 性 、 1 1 4頭 が

正 常 に 分 類 さ れ た 。 E Cの 鍵 陽 性 牛 の う ち 、 3検 査 全 て 陽 性 は A農 場 の

4頭 で あ り 、8頭 の 内 の 4頭 の 高 リ ス ク 牛 の 絞 り 込 み が 可 能 と な っ た 。

一 方 、 E Cの 鍵 陽 性 で あ る が 3検 査 全 て 陰 性 は 1 4頭 （ C農 場 1 2頭 、 D

農 場 1頭 、 E農 場 1頭 ） で あ っ た 。 C農 場 は B L V浸 潤 レ ベ ル が 抗 体 ・ 遺

伝 子 検 査 で ゼ ロ に も か か わ ら ず 、 検 査 牛 の 内 、 1頭 を 除 く 全 て が E C

の 鍵 判 定 で 擬 陽 性 、 陽 性 で あ っ た 。 C農 場 の 検 査 牛 の 平 均 年 齢 が 7. 3

歳 と 、最 も 高 い に も か か わ ら ず 、平 均 PB M C数 が 最 も 高 値 で あ っ た（ 表

6）。 C農 場 で は 、 B L V以 外 の 何 ら か の 要 因 に よ り 農 場 全 体 の P B M C数

が 高 い こ と が 考 え ら れ た 。 放 牧 農 場 で は 白 血 球 数 が 高 く な る と い う

報 告 も あ る こ と か ら 、 C農 場 の 放 牧 飼 養 に よ る 影 響 の 可 能 性 が 示 唆

さ れ た 。 し か し 、 同 じ く 放 牧 飼 養 で あ る B農 場 で は そ の よ う な 傾 向

が 認 め ら れ ず 、 は っ き り と し た 要 因 は 不 明 で あ る 。

E Cの 鍵 判 定 別 の 各 種 検 査 の 陽 性 率 （ 図 1） で は 、 PB M C数 に 対 す る B

L Vの 関 与 が 薄 い と 考 え ら れ る C農 場 を 除 い た 6農 場 の デ ー タ で 比 較 し

た 。 E Cの 鍵 判 定 で 陽 性 で あ っ た 個 体 は ゲ ル 沈 、 E L I S A、 r - P C Rの 各 検

査 に お い て 、 5 0 %以 上 が 陽 性 で あ り 、 E Cの 鍵 判 定 の 有 用 性 が 示 さ れ

た 。

C農 場 の 個 体 を 除 い た 各 種 検 査 結 果 パ タ ー ン の 内 訳 （ 表 7） で は 、

太 枠 内 に 示 す 、 ゲ ル 沈 抗 体 が 陰 性 で あ る が 遺 伝 子 陽 性 の 牛 は 1 0頭 お

り 、 早 期 摘 発 に は ゲ ル 沈 だ け で は 困 難 と 考 え ら れ た 。 し か し 、 点 線

枠 内 に 示 す 、 ゲ ル 沈 が 陽 性 で あ れ ば E L I S A抗 体 と B L V遺 伝 子 は ほ ぼ 陽

性 で あ り 、 ゲ ル 沈 の 特 異 性 の 高 さ が 今 回 の デ ー タ か ら 証 明 さ れ た 。

ま た 、 環 境 要 因 の 強 い C農 場 を 除 い た デ ー タ で あ っ て も 、 灰 色 で 示

す 、 E Cの 鍵 判 定 の み が 陽 性 ま た は 擬 陽 性 の 牛 は 10頭 い た 。 よ っ て E C

の 鍵 判 定 は 他 の 検 査 の 補 足 検 査 と し て 用 い る こ と が 前 提 で あ り 、 更

に 白 血 球 数 は 採 血 毎 に 多 少 の 変 動 が あ る た め 、 複 数 回 採 血 に よ る 判

定 が 、 よ り 確 実 で あ る と 考 え ら れ る 。

【 考 察 】

P B M Cの 算 出 に よ る E Cの 鍵 判 定 は 、 低 コ ス ト で 容 易 に で き る 検 査 で

は あ る が 、 農 場 の 飼 養 条 件 等 に よ り 、 B L Vの 浸 潤 と 関 係 な く P B M C数

が 高 く な る こ と が あ る た め 、 E Cの 鍵 判 定 の み で 高 リ ス ク 牛 の 選 定 を

行 う べ き で な い と 考 え ら れ た 。 し か し 、 B L V高 浸 潤 と 判 明 し た 農 場

に お い て は 、 高 リ ス ク 牛 の 選 定 の 際 、 抗 体 ・ 遺 伝 子 検 査 に 加 え て 、

淘 汰 の 優 先 順 位 付 け の た め に E Cの 鍵 の 判 定 が 有 用 で あ る と 考 え ら れ

た 。



以 上 の 結 果 か ら 、 今 後 の 牛 白 血 病 高 リ ス ク 牛 選 定 法 に つ い て は ま

ず は じ め に 、 低 コ ス ト で 、 簡 易 、 特 異 性 が 高 く 、 各 家 保 で 実 施 可 能

な ゲ ル 沈 で 抗 体 検 査 を 行 い 、 陽 性 牛 は 基 本 的 に 淘 汰 更 新 対 象 牛 と す

る 。 抗 体 検 査 は 基 本 的 に 移 行 抗 体 の 消 え る ６ ヶ 月 齢 以 上 の 血 清 で 行

う 。 更 に 、 ゲ ル 沈 抗 体 陽 性 牛 の 多 い B L V高 浸 潤 農 場 で は 、 複 数 回 採

血 に よ る E Cの 鍵 判 定 、 高 コ ス ト で あ る が 高 感 度 の E L I S Aや r - P C Rを 実

施 す る こ と で 、 非 特 異 反 応 の 見 落 と し 防 止 、 高 リ ス ク 牛 の 絞 り 込 み

が 可 能 と 考 え ら れ る 。

今 後 も 新 し い 検 査 法 や 発 症 機 序 の 解 明 に よ る 有 効 な 対 策 の 出 現 が

予 想 さ れ る が 、牛 白 血 病 の 蔓 延 防 止 に 向 け 、検 討 を 重 ね て い き た い 。
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